
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（小学校用） 

 

都道府県名 愛媛県 

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名 宇和島市立明倫小学校 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数 

学級数 ３ ４ ４ ４ ４ ３ ４ ２６ 

児童数 １０１ １３１ １０７ １２７ １３０ １１２ ８ ７１６ 
４０ 

 
Ⅱ 研究の概要 
  １．研究主題 

基礎・基本を確実に身に付け、学ぶ楽しさや充実感を味わう児童の育成 

  ２．研究内容と方法 
  (1)  実施学年・教科 

・ 全学年・算数 
  児童の理解の状況に差が出やすい教科であり、本校の児童の実態として、算数
科における基礎・基本が十分には身に付いていないと考えられるため 

  (2)  年次ごとの計画 

 
平
成 
15 
年
度 

１ テーマ 
   算数科を中心に、指導と評価の一体化による個に応じたきめ細かな指導

法の研究を通して、基礎・基本を確実に身に付け、学ぶ楽しさや充実感を
味わう児童の育成を図る。 

  
２ 研究の見通し（仮説） 
(1)  個に応じた指導法や指導体制の工夫改善を行うことにより分かる授業
展開を行えば、児童は学ぶ楽しさを味わい、自ら進んで学習することが
できるであろう。 

(2)  評価について研究を進め、一人一人に適切な指導を行えば、児童は基
礎・基本が定着し、意欲的に学習に取り組むことができるであろう。 

(3)  家庭と連携して学びの機会や学習環境を充実していけば、学習意欲を
高め、自ら学ぶ姿勢を育むことができるであろう。 

 
３ 研究の内容・方法 
(1)  指導方法研究部会 
  ア 学びの習慣化や学びの意欲化への取組 
  イ 個に応じた指導体制や指導方法の工夫改善 

ウ 数学的に考える力を育てる指導の工夫 
(2)  評価研究部会 
ア 評価のねらいの明確化 
イ 単元指導計画・判定基準の作成による指導法の改善 
ウ 自己評価の蓄積・考察による指導法の改善 
エ 個人記録の蓄積・考察による指導法の改善 
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  (3)  学習環境部会 
   ア 自主的な学びの場の工夫 
   イ 学ぶ楽しさを味わうことのできる場の工夫 
   ウ 家庭・地域との連携 
   エ 職員の意識統一 

 
１ テーマ 

   算数科を中心に、指導と評価の一体化による個に応じたきめ細かな指導
法の研究を通して、基礎・基本を確実に身に付け、学ぶ楽しさや充実感を
味わう児童の育成を図る。 

 ２ 研究の内容・方法 
(1)  指導方法研究部会 
ア 個に応じた指導体制や指導方法の工夫改善 

  イ 数学的に考える力を育てる指導の工夫 
   ウ 発展的な学習・補充的な学習の研究 
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  (2)  評価研究部会 
ア 単元指導計画・判定基準の活用・改善 

   イ 自己評価の蓄積・考察による指導法の改善 
ウ 個人記録の蓄積・考察による指導法の改善  

  (3)  学習環境部会 
   ア 基本的な学習習慣・生活習慣の育成 
   イ 自主的・補充的な学びの場の充実 
   ウ 家庭・地域との連携 
   エ 算数備品の活用 

 

  (3) 研究推進体制 

               

 

 

 
指導方法研究部会  評価研究部会  学習環境部会 
     

低学年部会  中学年部会  高学年部会 
 
Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果 
   (1)  指導方法研究部会 
   ア 学びの習慣化や学びの意欲化への取組 

(ｱ)  生活に密着した問題文を扱ったり、キャラクターを登場させたりして問題提示の仕 
方の工夫を行った。児童は、意欲的に学習に取り組み、集中力も持続しつつある。 

(ｲ)  問題解決的学習を行うために､学習過程を「つかむ」「自力解決する」「練り合う」
「習熟する」「振り返る」とパターン化した。自力解決の場では、児童の多様な考え
方を引き出すとともに、練り合う過程で、互いの考えのよさを認め合い、算数のよさ
に気付くことができるようになった。 

教頭 

研修企画会 

全体研修会 

【構成２】 
校長 教頭 教務 研修 
算数主任 Ｔ・Ｔ担当者
少人数指導担当者 
学年主任 

【構成１】 
 校長 教頭 教務 研修 
 国語主任 学年主任 

校長 



ア 個に応じた指導体制や指導方法の工夫改善 
    (ｱ)  指導案に、研究主題にせまるための手立て・判定基準・個に応じる手立てを書き込

むようにした。指導者が意識して授業に臨み、指導や評価に生かすことができた。 
    (ｲ)  １年生では、Ｔ・Ｔによる指導を行った。教師の効果的な役割分担により、児童の

つまずきに早く気付くことができ、機を逃さずその場で支援できるので、入門期の１
年生にとって効果的だった。 

    (ｳ)  ２年生以上では少人数指導を行った。学年や単元によって、児童を均等割りのグル
ープにしたり、習熟の程度に応じたグループにしたりと、指導形態を変えた。コース
選択にも慣れ、自分に合った環境で学習できるので、意欲的に学習に取り組める児童
が増えてきた。また、個に応じた手立てで支援するので、基礎・基本の定着が図られ、
分かる喜びを体感させることができた。 

   イ 数学的に考える力を育てる工夫 
    (ｱ)  算数的活動を取り入れた授業展開を行うことで、児童の興味・関心を喚起し、多様

な考え方を引き出すことができた。 
    (ｲ)  文章問題を筋道立てて考えさせるために、問題文の読み取り方・自力解決での支

援・練り合いの場での学び合い等において、工夫しながら授業改善を行った。児童は、
見通しをもって問題に当たり、順序だてて解くことができつつある。練り合いの場で、
友達の考え方に共感したり自分の考えが認められたりすることで得た満足感が、分か
る楽しい授業につながっている。 

(2)  評価研究部会 
ア 単元指導計画・判定基準の作成と活用 
(ｱ)  毎時間の指導の中で、もっとも適切な場面で評価ができるようにするために、単元
指導計画と判定基準を一つにしたものを作成した。担当者の打ち合わせの時間が短縮
され、共通理解をもって評価することができた。また、「個に応じた支援・学習過程
の改善点」の欄への記入は、その後の指導改善に生かすようにしている。 

   イ 自己評価の蓄積・考察による指導法の改善 
    (ｱ)  単位時間や単元の終わりに自己評価をさせた。児童の様子をより具体的につかめ、

その後の支援や手立てに生かすことができた。児童自身も、次時へのめあてを考える
のに役立てることができた。 

   ウ 個人記録の蓄積・考察による指導法の改善 
    (ｱ)  理解の程度がいろいろなレベルにある児童３名を抽出して、指導の効果や児童の意

識等を細かく継続観察したものを蓄積している。この個人記録の活用で、いろいろな
レベルの児童への指導の改善が可能になり、満足感を得られるような指導方法を考え
ることができた。 

(3)  学習環境部会 
   ア ハッスルタイム・チャレンジタイムの取組や算数すいすいボックスの設置等、自主的

な学びの場を設定した。補充的な学習に役立っている。 
   イ ハッスルルームの入口・教室内の掲示等、環境の充実を図った。算数を楽しんで学習

する姿が見えてきた。 
   ウ 家庭・地域との連携を図るために、フロンティア通信「倫(みち)」の発行や参観授業・

保護者会を行っている。学習指導・少人数指導に対する関心が高まり、家庭学習に対し
て協力が得られつつある。 

   エ 保護者へのアンケート、児童への意識調査を実施し、願いや実態調査を把握し、職員
の意識統一を図った。教師の授業改善に対する意識も高まった。 

 
２．今後の課題 
(1)  少人数指導において、児童がより意欲的に学習に取り組み、学び合いのできるグループ
編成を検討したい。また、単元指導計画・判定基準を活用・改善し、より効果的な指導方



法や評価方法を検討していく必要がある。 
(2) 算数のよさを感じ取らせるために、数学的コミュニケーション能力を育成していきたい。 
(3) 発展的・補充的な学習で使用する教材を開発・蓄積をしていく必要がある。 
(4) 算数的活動をより効果的にするために、教材・教具の整理・活用をする必要がある。 

 
Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組 
 １．単元テストや小テスト、学習帳等を学習状況の形成的評価や総括的評価の参考資料として

用いた。 
 ２．４月と１２月に算数の学習について児童に意識調査・保護者にアンケートを行い、その結

果を分析・考察し、指導の改善に活用した。 
 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 
１．５月と１１月に行われた「学力向上フロンティア事業 公開授業・地区協議会」において
本校の取組を紹介し、情報交換することにより、さらに研究の方向性を確認することができ
た。 

 ２．フロンティア通信、学年・学級通信を配布したり、参観授業・保護者会を行ったりして、
保護者に本校の研究の取組を紹介し、協力を得ながら取り組めるように努力した。 

 ３．２月１０日に、第３回学力向上フロンティア事業研究発表会を本校において開催した。宇
和島管内の小・中学校、八幡浜管内のフロンティア校の参加を得て、本校の取組について発
表し、少人数指導や評価についての研究協議を行った。 

 

 
 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 
    【新規校・継続校】     ■１５年度からの新規校       □１４年度からの継続校 
 
    【学校規模】           □６学級以下             □７～１２学級 
                           □１３～１８学級         □１９～２４学級 
                           ■２５学級以上 
 
    【指導体制】           ■少人数指導             ■Ｔ．Ｔによる指導 
                           □一部教科担任制         □その他 
 
    【研究教科】           □国語       □社会     ■算数      □理科 
                           □生活       □音楽   □図画工作  □家庭 
                           □体育       □その他 
 
    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】      ■有     □無 
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